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中
世
末
期
武
家
の
五
山
文
化
継
承

　

―
国
宝
上
杉
家
文
書
『
文
鑑
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―

川
　
﨑
　
美
　
穏

要　

旨

　

本
稿
は
、
中
世
末
期
に
成
立
し
た
『
文
鑑
』
（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
所
蔵
「
国
宝
上
杉
家
文
書
」
）
を
対
象
に
、
そ
の
成
立
過
程
の
分
明
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
る
。
該
書
は
、
室
町
末
期
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
僧
南
化
玄
興
（
一
五
三
八
〜
一
六
〇
四
）
が
、
戦
国
大
名
直
江
兼
続
（
一
五
六
〇

〜
一
六
二
〇
）
の
所
望
に
よ
り
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
書
き
贈
っ
た
と
さ
れ
る
一
書
で
、
米
沢
に
伝
わ
る
善
本
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
南
化
が
禅
僧
策
彦
周
良
（
一
五
〇
一
〜
一
五
七
九
）
の
秘
本
か
ら
抄
出
し
た
助
字
の
解
説
及
び
室
町
末
期
の
禅

僧
鉄
叟
景
秀
（
一
四
九
六
〜
一
五
八
〇
）
か
ら
聞
書
し
た
内
容
、
そ
し
て
室
町
前
期
の
禅
僧
江
西
竜
派
（
一
三
七
五
〜
一
四
四
六
）
の
四
六
駢
儷

文
の
作
法
の
抄
出
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
文
鑑
』
の
引
用
母
体
に
関
す
る
明
確
な
比
定
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

本
稿
で
は
ま
ず
、
『
文
鑑
』
の
書
誌
・
識
語
・
筆
跡
な
ど
の
基
本
情
報
を
整
理
し
、
つ
い
で
直
江
と
南
化
の
接
点
を
確
認
し
た
上
で
、
本
文
の
抄

出
元
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
「
策
彦
和
尚
秘
本
」
か
ら
抄
出
し
た
と
示
す
識
語
を
根
拠
に
、
抄
出
元
は
『
蠡
測
集
』
、
『
策

彦
和
尚
筆
記
』
、
『
策
彦
四
六
図
』
の
い
ず
れ
か
で
は
な
い
か
、
と
推
想
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
南
化
が
関
与
し
た
『
巻
而
懐
』
（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
所
蔵
）
、
『
四
六
彙
解
』
、
『
蒲
室
集
鈔
』
と
い
っ
た
本
と
引
用
箇
所
が
重
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
地
方
武
家
に
よ
る
五
山
僧
の
学

問
継
承
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
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は
じ
め
に

　

室
町
幕
府
の
庇
護
下
で
発
達
し
た
五
山
文
化
は
、
抄
物
・
五
山
版
を
介
し
て
学
問
を
継
承
さ
せ
、
学
芸
の
中
心
と
し
て
大
い
に
栄
え
た
。

し
か
し
、
五
山
の
影
響
を
脱
却
し
、
儒
学
思
想
を
中
核
に
据
え
よ
う
と
し
た
徳
川
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
終
焉
を
迎
え
た
と
さ
れ
る
（
１
）

。

そ
う
し
た
中
、
中
世
末
期
の
武
家
の
間
で
は
、
禅
僧
か
ら
五
山
の
知
が
教
授
さ
れ
、
学
問
を
修
め
た
形
跡
が
み
て
と
れ
る
。
こ
の
時
期
の

武
家
、
直
江
兼
続
（
一
五
六
〇
〜
一
六
二
〇
）
も
そ
の
一
人
で
、
越
後
上
杉
氏
の
家
宰
と
し
て
執
政
と
文
芸
の
両
輪
を
担
い
な
が
ら
、
主

に
連
歌
・
和
漢
聯
句
を
介
し
て
、
公
家
・
連
歌
師
・
禅
僧
ら
と
繋
が
り
を
保
ち
、
上
杉
家
内
の
文
化
水
準
を
引
き
上
げ
た
（
２
）

。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
『
文
鑑
』
（
３
）

は
、
そ
う
し
た
営
為
の
所
産
で
あ
る
。
該
書
は
、
室
町
末
期
の
臨
済
宗
妙

心
寺
派
の
僧
南
化
玄
興
（
一
五
三
八
〜
一
六
〇
四
）
が
、
直
江
の
所
望
に
よ
り
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
書
き
贈
っ
た
と
さ
れ
る
一

書
で
あ
る
。
そ
の
内
容
か
ら
は
、
当
時
の
五
山
僧
の
学
問
継
承
の
一
端
が
見
出
さ
れ
る
と
さ
れ
、
米
沢
に
伝
わ
る
善
本
と
し
て
重
要
性
が

認
識
さ
れ
て
き
た
（
４
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
成
立
過
程
は
分
明
で
な
く
、
文
学
史
上
の
位
置
づ
け
に
は
多
く
の
課
題
が
残
る
。
先
行
研
究

で
は
（
５
）

、
そ
の
成
立
に
、
室
町
期
を
代
表
す
る
禅
僧
江
西
龍
派
（
一
三
七
五
〜
一
四
四
六
）
、
月
舟
寿
桂
（
？
〜
一
五
三
三
）
、
策
彦
周

良
（
一
五
〇
一
〜
一
五
七
九
）
ら
の
著
作
が
関
わ
る
と
想
定
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
本
文
と
の
比
較
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
『
文
鑑
』
の
書
誌
・
識
語
な
ど
の
基
本
情
報
を
整
理
し
た
上
で
、『
文
鑑
』
の
本
文
に
近
い
内
容
を
有
す
る
『
巻

而
懐
』
、
『
四
六
彙
解
』
な
ど
を
用
い
て
、
本
文
生
成
過
程
の
実
態
解
明
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
直
江
が
南
化
に
『
文
鑑
』
を
所
望
し
た
意

図
と
目
的
を
考
察
し
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
お
け
る
五
山
文
化
継
承
の
実
態
に
迫
り
た
い
。
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一
、
『
文
鑑
』
の
書
誌
・
構
成

　

最
初
に
『
文
鑑
』
の
書
誌
と
構
成
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
包
背
装
の
小
本
一
冊
の
写
本
で
、
後
装
朽
葉
色
無
地
表
紙
（
縦
一
五
・
〇
糎
×
横
一
一
・
〇
糎
）
に
、
左
肩

後
補
題
簽
「
文
鑑
」
の
外
題
が
付
さ
れ
る
。
内
題
は
な
く
、
料
紙
は
楮
紙
で
あ
る
。
本
文
は
一
面
七
行
前
後
の
墨
付
十
五
丁
で
、
カ
ナ
交

じ
り
の
漢
文
訓
読
文
（
返
点
・
送
仮
名
・
竪
点
を
付
す
）
に
は
、
全
丁
に
わ
た
り
、
朱
引
と
朱
の
句
点
が
施
さ
れ
る
。
識
語
は
二
ヶ
所
に

見
ら
れ
（
以
下
、
便
宜
的
に
識
語
A
・
識
語
B
と
称
す
）
、
識
語
A
に
は
「
右
、
自
策
彦
和
尚
秘
本
之
中
、
抄
出
而
書
焉
」
（
九
丁
ウ
）
、

識
語
B
に
は
「
右
、
予
禅
定
之
餘
、
問
取
先
輩
而
録
之
而
、
成
小
巻
秘
在
匣
中
矣
、
依
直
江
城
州
太
守
之
所
望
、
手
書
以
投
贈
太
守
之
麾

下
、
／
旹
慶
長
四
年
、
暮
春
日
／
虚
白
拙
叟
」
（
十
二
丁
ウ
）
と
あ
る
。
後
者
か
ら
、
本
書
成
立
の
下
限
は
少
な
く
と
も
室
町
末
期
と
見

ら
れ
る
が
、
書
写
年
次
は
近
世
初
期
と
推
定
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
書
名
と
判
型
に
検
討
を
加
え
る
。
書
名
は
題
簽
の
「
文
鑑
」
に
拠
っ
た
が
、
成
立
当
時
か
ら
の
呼
称
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
刊
行
の
「
四し

ろ
く
ぶ
ん
か
ん

六
文
鑑
」
を
は
じ
め
、
「
和わ

か
ん
ぶ
ん
か
ん

漢
文
鑑
」
（
享
保
年
間
）
、
「
本

ほ
ん
ち
ょ
う
ぶ
ん
か
ん

朝
文
鑑
」
な
ど
に

（
６
）

、
い
く
つ
か
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
名
を
冠
す
本
は
、
該
書
と
同
じ
く
、
四
六
駢
儷
文
に
関
わ
る
伝
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

漢
詩
（
詩
作
・
句
）
の
文
章
規
範
と
い
う
意
を
表
す
一
般
的
な
用
語
と
し
て
あ
る
程
度
、
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

す
る
と
、
先
に
掲
げ
た
「
文
鑑
」
の
書
名
を
有
す
る
本
は
い
ず
れ
も
江
戸
期
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
も
鑑
み
れ
ば
、
考
察
対
象
の
『
文
鑑
』

の
外
題
は
後
補
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
こ
で
「
上
杉
家
文
書
」
九
七
一
号
『
直
江
兼
続
軍
法
』（
慶
長
十
三
〜
元
和
五
写
）・
九
七
二
号
『
直
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『
直
江
兼
続
軍
法
』 

『
直
江
兼
続
秘
伝
集
』 

『
直
江
兼
続
文
鑑
』 

江
兼
続
秘
伝
集
』
（
年
次
未
詳
）
と
該
書
を
含
め
た
三
冊
に
着
目
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
判
型
、
装
訂
、
表
紙
色
、
題
簽
、
朱
書
き
の
様
態

な
ど
が
共
通
し
、
同
時
期
に
成
立
し
た
一
連
の
書
と
思
し
い
（
図
版
１
）
。
軍
法
の
写
年
を
参
考
に
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
現
在
の
装
訂

と
な
っ
た
の
は
、
中
世
末
期
で
は
な
く
江
戸
前
期
頃
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（７）

。

【
図
版
１
】
三
書
の
表
紙
と
各
書
本
文
冒
頭
（
画
像
提
供
：
米
沢
市
上
杉
博
物
館
）

　

な
お
、
『
文
鑑
』
に
用
い
ら
れ
る
判
型
は
、
携
帯
用
の
辞
書
類
・
雑
俳
書
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
該
書
も
作
詩
に
際
し
て
の
利
用

が
想
定
さ
れ
た
よ
う
で
、
実
用
的
で
簡
便
な
大
き
さ
を
目
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
確
か
に
引
用
の
源
と
な
る
浩
瀚
な

文
章
を
か
な
り
圧
縮
し
て
抄
出
す
る
。

　

さ
て
、
本
書
は
六
つ
の
内
容
で
構
成
さ
れ
る
（
＊
①
〜
⑥
は
後
掲
の
【
附 

参
考
資
料
】
内
及
び
稿
中
の
数
字
と
対
応
す
る
）
。

①
助
字
の
作
法
「
藤
氏
字
訓
助
字
問
答
略
」
（
一
丁
オ
〜
六
丁
オ
二
行
）
、
②
詩
序
の
作
法
「
夫
序
者
次
序
之
語
也
」
（
六
丁
オ
三
行
〜
七
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丁
ウ
）
、
③
詩
の
作
法
「
詩
者
有
四
法
」
（
八
丁
オ
〜
九
丁
ウ
六
行
）
、
識
語
A
（
九
丁
ウ
七
行
〜
十
丁
オ
一
行
）
、
④
「
虚
白
就
南
禅
鉄
叟

和
尚
問
文
法
」
（
十
丁
オ
二
行
〜
十
二
丁
オ
）
、
識
語
B
（
十
二
丁
ウ
）
、
⑤
「
四
六
之
法
、
十
叚
、
江
西
和
尚
ノ
口
伝
」
（
十
三
丁
オ
〜

十
四
丁
ウ
）
、
⑥
「
江
西
和
尚
蒲
室
四
六
講
明
口
伝
」
（
十
五
丁
オ
〜
十
五
丁
ウ
）
。
以
上
の
項
目
名
か
ら
『
文
鑑
』
は
、
詩
・
句
の
創
作

に
あ
た
り
必
要
と
な
る
作
法
の
聞
書
・
伝
書
か
ら
抄
出
し
た
一
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

二
、
成
立
の
背
景

　
　
　
　
　
　
　

二
―
一
、
識
語
の
検
討

　

つ
い
で
、
成
立
に
か
か
わ
る
識
語
A
・
B
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
ず
識
語
A
は
、
③
の
直
後
に

　

右
自
策
彦
和
尚
秘
本
之
中
／
抄
出
而
書
焉

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
②
③
の
抄
出
内
容
は
「
策
彦
和
尚
」
、
す
な
わ
ち
策
彦
周
良
の
「
秘
本
」
か
ら
摘
記
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
彼
は
、
戦
国
時
代
に
二
度
の
入
明
を
果
た
し
、
武
田
信
玄
・
織
田
信
長
な
ど
時
の
権
力
者
と
の
交
渉
を
保
ち
活
躍
し
た
禅
僧
で
あ

る
。
彼
の
秘
本
か
ら
抄
出
し
た
、
と
す
る
識
語
を
持
つ
本
は
他
に
も
多
数
伝
わ
り

（８）

、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
転
写
し
た
も
の
を
含
め
る
と
、

直
ち
に
該
書
が
策
彦
所
持
本
か
ら
直
接
書
写
し
た
と
断
ず
る
こ
と
は
憚
ら
れ
る
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
『
文
鑑
』
の
内
容
の
一
部
が
策
彦
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の
著
作
の
系
統
を
引
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
節
で
詳
述
す
る
。

　

次
に
識
語
B
は
、
④
の
直
後
に
、

　

右
予
禅
定
之
余
問
取
先
輩
而
／
録
之
而
成（

ⅰ

本

）

小
巻
秘
在
匣
中
矣
／
依
直
江
城
州
太
守
之
所
望
手（

ⅱ

本

）

／
書
以
投
贈
太
守
之
麾
下

　
　
　

 

旹
慶
長
四
年
暮
春
日

　
　
　
　
　
　
　
　

 
虚
白
拙
叟

と
あ
る
。
「
予
」
と
は
、
こ
の
識
語
を
記
し
た
「
虚
白
拙
叟
」
の
こ
と
で
、
「
虚
白
」
と
は
南
化
の
別
号
で
あ
る
。

　

識
語
に
よ
る
と
、
南
化
が
、
座
禅
修
行
の
合
間
に
、
学
識
を
積
ん
だ
先
学
に
問
取
し
た
内
容
を
記
録
し
た
小
巻
（
ⅰ
本
）
を
箱
中
に
保

管
し
て
い
た
が
、
直
江
が
所
望
し
た
の
で
、
南
化
自
身
が
手
書
し
て
、
直
江
に
贈
っ
た
（
ⅱ
本
）
と
あ
る
。
該
書
は
、
（
ⅱ
本
）
を
直
江

が
さ
ら
に
写
し
て
ま
と
め
た
（
ⅲ
本
）
と
推
想
さ
れ
、
こ
れ
が
『
文
鑑
』
（
＝
ⅲ
本
）
と
し
て
現
在
に
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
三
月
（
暮
春
）
に
書
写
し
た
と
あ
る
が
、
識
語
B
の
記
載
場
所
は
巻
末
で
は
な
く
、
続
く
⑤
⑥
の
内

容
に
か
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
該
書
が
ⅱ
本
の
段
階
か
ら
、
さ
ら
に
異
な
る
時
期
に
抄
出
・
編
集
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

　

ひ
と
ま
ず
、
識
語
B
は
伝
来
の
手
が
か
り
と
は
な
る
が
、
こ
れ
を
以
っ
て
、
た
だ
ち
に
本
書
の
成
立
年
と
断
ず
る
こ
と
は
出
来
ず
、
成

立
時
期
の
お
お
よ
そ
の
目
安
と
す
る
に
留
ま
る
内
容
と
み
る
。
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二
―
二
、
直
江
兼
続
と
南
化
玄
興

　

で
は
、
①
〜
④
の
内
容
を
書
写
し
た
教
授
者
南
化
と
そ
の
享
受
者
直
江
の
接
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

　

南
化
は
、
美
濃
国
に
生
ま
れ
、
若
年
の
時
よ
り
京
都
五
山
の
諸
師
に
学
ん
だ
。
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
は
、
五
山
林
下
の
妙
心
寺

に
入
寺
し
、
快
川
紹
喜
（
一
五
〇
二
〜
一
五
八
二
）
に
師
事
し
た
。
快
川
は
策
彦
と
の
交
流
も
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

直
江
は
、
越
後
国
上
杉
氏
の
家
宰
と
し
て
、
上
杉
謙
信
亡
き
後
に
家
督
を
継
い
だ
景
勝
を
支
え
た
。
彼
は
、
政
治
的
な
辣
腕
を
振
う
の

み
な
ら
ず
、
文
芸
を
介
し
た
情
報
収
集
と
人
脈
作
り
に
も
意
欲
的
で
、
特
に
連
歌
・
和
漢
聯
句
の
興
行
に
熱
心
で
あ
っ
た

（９）

。

　

こ
の
よ
う
な
、
二
人
の
接
点
が
最
初
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
直
江
が
景
勝
に
従
い
、
二
度
目
の
上
洛
を

果
た
し
た
時
で
あ
る
。
そ
の
時
の
状
況
が
、
「
玄

（

南

化

）
興
」
の
鼎
印
が
捺
さ
れ
た
天
正
十
六
年
鈔
本
『
古
文
真
宝
後
集
抄
十
巻
』
の
序
文
に
記

さ
れ
る
（10）

。

　
　

城
州
刺
史
直
江
兼
続
公
者
北
越
／
賢
守
上
杉
宰
相
景
勝
卿
股
肱
良
臣
也
／
今
茲
当
秀
葽
之
月
、
賢
守
応
駅
召
赴
京
師
赴
、
公
亦
随
之
、

　
　

従
竜
雲
耶
、
従
虎
／
風
耶
、
公
暇
日
、
介
于
方
袍
君
子
、
叩
予
之
／
禅
扉
、
予
挽
而
入
書
室
、
茶
話
移
刻
、
／
偶
禅
録
中
有
先
哲
所

　
　

製
之
古
文
一
鈔
、
／
公
一
見
而
求
謄
写
焉
、
余
諾
矣
、
終
借
取
／
以
不
越
月
而
功
畢
矣
、
信
道
業
精
勤
、
／
行
成
于
思
也
矣
、
余
聞

　
　

公
之
尽
忠
於
／
仕
官
聞
、
黽
勉
蚤
夜
加
旃
国
家
之
事
、
無
／
大
小
集
而
一
之
人
、
不
厭
其
任
重
若
然
従
／
総
百
官
、
集
于
一
官
、
非

　
　

幸
宜
也
、
有
行
／
余
則
唯
傾
心
於
詩
文
道
、
不
染
目
者
名
／
利
塵
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　

天
（

一

五

八

八

）

正
戊
子
八
月
初
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
花
園
視
篆
岐
陽
南
化
道
人
虚
白
室
下　

（
朱
印
）
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傍
線
部
か
ら
は
、
直
江
が
一
月
を
経
な
い
内
に
南
化
の
所
持
本
を
書
写
し
た
熱
心
さ
が
賞
賛
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
直
江
二
十
九
歳
、
南

化
五
十
歳
の
邂
逅
で
あ
っ
た
。
な
お
、
直
江
が
『
古
文
真
宝
後
集
』
の
注
釈
書
を
求
め
た
理
由
に
、
こ
の
時
期
に
興
じ
て
い
た
和
漢
聯
句

と
の
関
係
が
推
想
さ
れ
る
。
こ
の
文
芸
は
、
漢
句
五
文
字
に
前
後
の
句
と
機
知
に
富
ん
だ
連
続
性
を
凝
縮
す
る
技
量
が
求
め
ら
れ
、
そ
の

際
、
中
国
の
故
事
・
詩
の
知
識
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
こ
で
、
中
国
戦
国
時
代
か
ら
北
宋
の
時
代
ま
で
の
韻
文
・
散
文
の
名
文
を
集
め
た

こ
の
書
物
を
得
て
漢
句
創
作
の
手
が
か
り
と
な
そ
う
と
す
る
の
も
想
像
に
難
く
な
い
。

　

ま
た
別
の
年
に
も
彼
ら
の
接
点
が
、
南
化
の
語
録
『
虚
白
録
』
の
一
節
「
漢

-

書
ノ

記
」（11）

に
見
出
せ
る
。

　
　

此
ノ

前

-

漢
ノ

帝

-

紀
、
十

-
二

-

巻
余
秘

-

二

在
シ
テ

書

-

棚
ニ

一

而
、
禅

-

余
遊
シ
ム
ル
コ
ト

二

目
ヲ

於
此
ノ

／
書

-

中
ニ

一

者
、
有
レ

年
二

于

　
　

此
ニ

一

矣
、
夫
レ

此
ノ

書
ノ

之
為
ル
ヤ

レ

書
也
、
a
万

-

里
老

-

人
ノ

之
／
自

-

筆
ニ
シ
テ

而
、
老

-

人
尋

-

常
考
ヘ

二

史

-

記
、
通

-

鑑
ノ

之

-

文

　
　

ヲ
一

、
書
シ
テ

二

其
ノ

首
ラ
ニ

一

、
以
テ

精
二-
詳
ニ
ス

／
句

-

読
ヲ

一

也
、
不
シ
テ

レ

従
ハ

レ

師
ニ

而
解
ク
ハ

レ

惑
ヲ

者
、
此
ノ

一

-

書
ナ
リ

也
、
豈
ニ

不
ン
ヤ

レ

　
　

珍

-

二

貴
セ

乎
、
此
ニ

一

／
b
越
テ

上

-

杉
宰

-
相
股

-

肱
ノ

臣
直

-

江

-

氏
城
州
ノ

刺

-

史
ハ

者
、
余
カ

之
方

-

外
ノ

／
旧

-

交
ナ
リ

也
、
自
二

丱

　
　

-

歳
ノ

頃
ロ

一

有
レ

志
シ

レ

学
ニ

也
、
外
遊
ヒ

二

六

-

藝
ニ

一

内
行
フ

二

五

-

常
ヲ

一

是
ノ

／
故
ニ

計
ル
コ
ト

二

国

-

事
コ
ト

一

則
尽
シ
テ

二

力
ヲ

乎
、
溝

-

洫
ニ

一

　
　

而
立
テ

二

夏

-

后
ノ

之

-

功
ヲ

一

勤
ル
コ
ト
ハ

二

家
業
ヲ

一

則
／
設
テ

二

礼
ヲ

乎
、
庭

-

燎
ニ

一

而
、
執
ル

二

齊

-

桓
ノ

之

-

政
ヲ

一

加

-

旃
ス

趣
ク
ス
ハ

レ

敵
ニ

　
　

則
軍

-

中
ニ

横
テ

レ

槊
ヲ

／
賦
シ

レ

詩
ヲ

楯

-

上
ニ

磨
ス

レ

墨
ヲ

作
ス
コ
ト

二

文
ヲ

于
武
ニ

一

無
シ

レ

不
ト
云
コ
ト

レ

到
実
ニ

出

-

群
抜

-

萃
ノ

之
一

-

／
雄

-

士

　
　

ナ
リ

也
、
誰
カ

不
ン
ヤ

二

嘉

-

尚
セ

一

也
乎
、
一

-

日
扣
テ

二

余
カ

禅

-

寂
ヲ

一

道
-

話
ノ

c
次
見
テ

二

此
ノ

／
書
ヲ

一

有
レ

心
レ

謄
二-

写
ス
ル
ニ

之
ヲ

一

余
感

　
　

シ
テ

二

其
ノ

志
ス
ノ

レ

道
ニ

之

-

溶
ヲ

一

投
ス

二

之
ヲ

刺

–

史
ニ

一

数

-

日
ノ

之

-

／
後
、
需
ム

三

余
ニ

書
セ
ン
コ
ト
ヲ

二

此
ノ

書
ノ

来

-

由
ヲ

一

辞
ス
ル
ナ
ハ

則
欠
ク

二

　
　

朋

-

双
忠

-

愛
ノ

義
ヲ

一

、
書
シ
テ

以
テ

梗
ク

二

其
ノ

／
請
ヲ

一

d
文

-

禄
乙

-

未
臘

-
月
中

-

瀚
ノ

日
華

-

園
虚

-

白
道

-

人
書
ス

二

東

-

山

-

下
ニ

一
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こ
こ
か
ら
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
、
南
化
の
も
と
を
訪
れ
た
直
江
が
（
b
・
d
）
、
万
里
集
九
（
一
四
二
八
〜
？
）
の
自
筆
本

（
a
）
で
南
化
が
珍
重
し
て
い
た
『
前
漢
書
』
帝
紀
一
二
巻
を
閲
覧
し
た
折
、
そ
の
書
写
を
願
い
出
た
経
緯
が
知
ら
れ
る
（
c
）
。

　

南
化
は
、
直
江
の
み
な
ら
ず
、
甲
斐
の
武
田
信
玄
、
山
内
一
豊
父
子
、
豊
臣
秀
吉
、
五
奉
行
の
一
人
で
京
都
所
司
代
の
要
職
を
勤
め
た

前
田
玄
以
と
も
交
流
が
あ
り
、
彼
ら
に
賛
を
賦
す
な
ど
、
当
時
の
権
力
構
造
を
成
す
中
心
人
物
ら
と
深
縁
が
あ
っ
た
（
12
）
。
換
言
す
れ
ば
、

南
化
に
と
っ
て
直
江
と
の
関
係
は
、
数
あ
る
交
流
の
一
部
で
し
か
な
い
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
南
化
は
こ
の
時
六
十
二
歳
、
兼
続
は
四
十
歳
で
、
為
政
者
・
強
者
の
立
ち
位
置
が
激
し
く
入
れ
替
わ
る
動
乱
期
に
あ
っ
て
、
天

正
十
六
年
の
邂
逅
か
ら
十
年
以
上
、
比
較
的
安
定
し
た
交
流
を
写
本
の
授
受
と
い
う
形
で
保
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
う
し
た
一

連
の
交
流
の
末
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
本
稿
の
分
析
対
象
『
文
鑑
』
で
あ
る
。

三
、
『
文
鑑
』
の
引
用
元

　

こ
こ
か
ら
は
、
『
文
鑑
』
本
文
の
生
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
、
『
文
鑑
』
に
記
さ
れ
る
次
の
❶
〜
❹
の
項
目
名
及
び
識
語
が
書
写
過
程
を
詳
ら
か
に
す
る
上
で
手
が
か
り
と
な
り
得
よ
う
。

　
　

❶
「
右
、
自
策
彦
和
尚
秘
本
之
中
、
抄
出
而
書
焉
」

　
　

❷
「
虚
白
就
南
禅
鉄
叟
和
尚
問
文
法
」

　
　

❸
「
四
六
之
法
、
十
叚
、
江
西
和
尚
ノ
口
伝
」

　
　

❹
「
江
西
和
尚
蒲
室
四
六
講
明
口
伝
」

　

以
下
、
こ
れ
ら
を
糸
口
と
し
て
、
引
用
元
を
比
定
し
、
ど
の
程
度
の
書
写
の
質
で
あ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
室
町
末
期
の
五
山
文
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化
継
承
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
を
検
討
す
る
。

三
―
一
、
策
彦
周
良
の
秘
本
―
『
巻
而
懐
』
と
の
比
較

　

最
初
に
、
❶
「
右
、
自
策
彦
和
尚
秘
本
之
中
、
抄
出
而
書
焉
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

こ
れ
は
、
『
文
鑑
』
冒
頭
の
「
藤
氏
字
訓
助
字
問
答
略
」
か
ら
「
＊
A
」
（
本
稿
末
尾
の
【
附　

参
考
資
料
】
中
の
記
号
と
対
応
）
の
内

容
ま
で
に
か
か
り
、
こ
の
範
囲
が
「
策
彦
和
尚
秘
本
」
か
ら
の
抄
出
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
岩
本
氏
は
「
策
彦
周
良
の

秘
本
と
は
、
既
知
の
策
彦
の
著
作
で
あ
る
『
蠡
測
集
』
、
『
策
彦
和
尚
筆
記
』
、
『
策
彦
四
六
図
』
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
か
、
そ
れ
ら
と
出
所

を
同
じ
く
す
る
と
思
わ
れ
る
。
」

（13）

と
指
摘
す
る
も
の
の
、
具
体
的
な
本
文
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
実
際
に
は
岩
本
氏
が

推
測
し
た
『
策
彦
四
六
図
』
を
除
く
二
書
に
は
『
文
鑑
』
と
一
致
す
る
箇
所
は
見
出
せ
な
か
っ
た

（14）

。
で
は
、
「
策
彦
和
尚
秘
本
」
と
は

一
体
何
を
指
す
の
か
。

　

そ
の
問
い
に
対
す
る
解
決
へ
の
糸
口
と
し
て
、
『
巻
而
懐
』
な
る
写
本
一
冊
を
参
照
し
た
い
。
そ
の
概
要
は
、
既
に
牧
田
氏
と
柳
田
氏

が
ま
と
め
て
お
り

（15）

、
以
下
、
両
氏
の
記
述
に
導
か
れ
な
が
ら
、
該
書
の
基
本
的
な
成
立
状
況
を
整
理
す
る
。

　

ま
ず
、
書
名
下
に

　
　

此
冊
ハ

写
二

策
彦
和
尚
ノ

四
六
文
法
等
ノ

／
秘
本
一

と
あ
り
、『
巻
而
懐
』
も
ま
た
策
彦
の
著
作
を
書
写
し
た
も
の
と
判
明
す
る
。
『
文
鑑
』
中
の
「
策
彦
和
尚
秘
本
」
や
⑤
⑥
の
よ
う
な
「
四
六
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文
法
」
を
扱
う
本
と
し
て
、
比
較
的
類
似
し
た
性
質
の
一
書
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
次
の
識
語
【
Ⅰ
】
【
Ⅱ
】
と
書
写
奥
書
【
Ⅲ
】
は
特
に
注
意
さ
れ
る
。

【
Ⅰ
】
△
右
策
彦
和
尚
之
秘
本
也
。
〈
右
傍
補
入
「
南
化
国
師
」
〉
余
幸
借
取
于
一
方
袍
謄
写
之
〈
右
傍
補
入
「
妙
心
」
〉
玉
鳳
室
中
畢
矣　
　

　
　

 

△
南
化
和
尚
秘
甚
矣

予
再
三
請
而
以
写
畢
矣　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

南
化
叟

禹
門
叟

【
Ⅱ
】
于
慶
長
未丁

九
月
廿
三
日
尾
州
熱
田
田
中
総
持
院
於
西
窓
下
書
之
了
〔
印
〕

【
Ⅲ
】
此
冊
鏡
清
真
跡
矣
乎
／
文
明
子
誌
之

　

【
Ⅰ
】
か
ら
は
、
こ
こ
で
も
『
巻
而
懐
』
の
内
容
が
策
彦
の
秘
本
（
イ
本
）
に
依
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
南
化
が
そ
の

秘
本
を
某
僧
（
一
方
袍
）
か
ら
借
り
出
し
、
妙
心
寺
内
で
最
も
神
聖
な
場
と
さ
れ
る
「
玉
鳳
」
な
る
場
所
で
謄
写
（
ロ
本
）
し
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
そ
し
て
の
ち
に
、
南
化
が
非
常
に
大
切
に
秘
し
て
い
た
謄
写
本
（
ロ
本
）
を
「
禹
門
叟
」
な
る
人
物
が
、
熱
心
に
請
願
し
た

末
に
書
写
（
ハ
本
）
し
た
と
い
う
。

　

つ
い
で
、
【
Ⅱ
】
で
は
、
禹
門
が
書
写
し
た
（
ハ
本
）
が
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
尾
張
国
熱
田
田
中
町
に
あ
っ
た
妙
心
寺
の

末
寺
「
総
持
院
」

（16）

で
写
さ
れ
た
（
ニ
本
）
と
記
さ
れ
る
。
【
Ⅲ
】
に
お
い
て
（
ニ
本
）
が
「
鏡
清
」
な
る
者
の
真
跡
で
あ
る
こ
と
が
「
文

明
子
」
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
『
巻
而
懐
』
の
書
写
過
程
に
南
化
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
『
文
鑑
』
同
様
に
、
策
彦
和
尚
の
秘
伝
が

抄
出
さ
れ
、
同
じ
慶
長
期
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
両
本
が
極
め
て
近
い
位
相
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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で
は
、
両
本
は
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
相
関
関
係
が
あ
る
の
か
。
次
に
示
し
た
の
は
『
文
鑑
』
の
冒
頭
と
そ
れ
に
対
応
す
る
『
巻
而
懐
』

の
該
当
箇
所
で
あ
る
。

 

『
文
鑑
』  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
巻
而
懐
』

藤
氏
字
訓
助
字
問
答
略
云
、
柳
文
云
、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
代
家
訓
助
字
問
答
略
云
、
柳
文
曰
〈
左
傍
補
入
「
云
」
〉

、
乎
歟
耶

歟
耶
夫
者
、
疑
辞
也
、
矣
耳
焉
也
者
、
決
辞
也
、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

哉
夫
者
、
疑
辞
也
、
矣
耳
焉
也
者
、
決
辞
也
、
夫
古
文
之
助
字
以

　

柳
文
ハ
柳
子
厚
カ
文
也
、
乎
ノ
字
、
歟
ノ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

論
語
一

為
祖
、
問
何
オ-

以
カ

究
キ
ワ
メ
ン
ヤ

論

　

字
、
耶
ノ
字
、
哉
ノ
字
、
夫
ノ
字
ハ
、
未
シ
テ

レ

決
疑
フ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語
助
ノ

字
之
大
抵
ヲ

一

乎
答
以
二

焉
耳
乎
哉
ノ

四
字
ヲ

一

究
ヨ

レ

之
ヲ

、

 

　

処
ニ

置
字
也
、
矣
耳
焉
也
者
、
決
処
ニ

置
也
、

夫
古
文
之
助
字
ハ

以
テ

二

論
語
ヲ

一

為
レ

祖
、
余
問
何

以
究
ヤ

二

論
語
助
字
之
大
抵
テ
イ
ヲ

一

乎
、
答
以
二

焉
耳

乎
哉
四
字
ヲ

一

究
レ

之
、

　

引
用
の
大
枠
は
同
じ
で
あ
る
が
、
完
全
に
一
致
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
特
に
、
傍
線
部
は
『
文
鑑
』
に
の
み
に
見
ら
れ
る
。
傍
線

部
で
は
「
柳
文
云
」
の
「
柳
文
」
が
唐
宗
八
家
の
一
人
「
柳
子
厚
（
柳
宗
元
）
」
の
「
文
」
を
略
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
疑
問

を
表
す
助
字
に
つ
い
て
、
未
だ
決
定
し
て
い
な
い
事
項
を
疑
う
と
き
と
、
既
に
決
し
た
事
項
を
疑
う
と
き
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
微
妙

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
『
文
鑑
』
の
本
文
は
『
巻
而
懐
』
に
比
し
て
、
非
常
に
懇
切
丁
寧
に
噛
み

砕
か
れ
た
特
徴
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
次
節
で
詳
述
す
る
が
『
文
鑑
』
の
享
受
者
に
漢
文
作
文
の
初
心
者
を
想
定
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
次
の
A
〜
H
に
示
し
た
通
り
、『
巻
而
懐
』
に
は
『
文
鑑
』
に
見
ら
れ
な
い
補
入
と
訂
正
の
痕
跡
を
有
す
る
。
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『
文
鑑
』

A
見
虚
字
問
答
夫
ハ

見
二

字
注
ニ

一

、
礼
曰
、
右
四
字
分
別
如
是
、

B
兮
ハ

見
二

韻
書
一

、
歌
行
多
用
之
、
乎
ハ

語
之
余
、 

C
此
即
則
乃
ノ

三
字
不
レ

可
レ

不
ン
ハ
ア
ル

レ

弁
ー
セ

、 

D
文
筆
者
詩
賦
銘
頌
箴
賛
謂
之
文
也
、

E
一
向
ニ

実
レ
ハ

詩
意
卑
俚
也
、 

F
宜
如
古
詩
雅
頌
作
、
行
実
之
作
当
レ

取
二

其
人
平
生
忠
孝
大
節
ヲ

一

云
々
作
レ

伝
法
亦
然

G
跋
者
取
三

古
詩
ニ

狼
跋
ニ

二

、
其
胡
コ
シ
タ
ク
ヒ
ヲ

一

、
立
レ

義
、
狼
前
ニ-

行
則
躐
フ
ム

二
其
ノ-

胡
ヲ

一

、
跋
語
不
可
多
云
々
説
者
則
自
出
二

已
カ

意
一

、
横
説
堅
説
如
韓
文
師
説
是
也
、

H
遠
者
ハ

以
テ

レ

虚
ヲ

不
レ

虚
、
以
レ

実
不
レ

実
、
虚
ー
中
作
レ

実
ヲ

、
々

中
ニ

作
レ

虚
ヲ

、
只
一
向
ニ

虚
レ
ハ

、
詩
意
弱
也
、
一
向
ニ

実
レ
ハ

詩
意
卑

俚
也
、
以
二

深
遠
幽
ノ

微
ノ

之
意
一

可
作
也
、
句
法
ハ

者
杜
子
美
カ

思

友
人
云
渭
北
春
天
樹
江
東
日
暮
雲
是
可
為
法
者
也 

 

『
巻
而
懐
』

A
見
虚
字
問
答
夫
見
字
注

、
礼
曰
、
〈
右
傍
補
入
「
在
カ
」
〉

右
四
字
分
則
〈
左
傍

補
入
「
別
カ
」
〉

如
是
、

B
〈
左
傍
補
入
「
前
ノ
下
ニ
モ
ア
リ
」
〉

兮
ハ

見
韻
書
、
私
曰
歌
行
多
用
之
、
乎
ハ

語
之
余
、

C
此
ス
ナ
ワ
チ
ノ
〈
左
傍
補
入
「
即
則
便
」
〉

三
字
急
々
着
取
不
レ

可
レ

不
レ

弁
、 

D
文
章
者
詩
賦
銘
頌
箴
讃
〈
右
傍
補
入
「
予
」
〉

即
言
謂
之
文
也
、 

E
一
〈
右
傍
補
入
「
句
」
〉

向
ニ

実
ナ
レ
ハ

詩
ノ
心
卑
俚
也
、

F
宜
レ

如
二

〈
右
傍
補
入
「
古
」
〉

吉
詩
雅
頌
作
一

、
行
実
之
作
当
レ

取
二

其
人

平
生
忠
孝
大
節
ヲ

一

其
余
ノ

小
善
寸
尺
之
法
宜
ク

略
為
レ

人
立
レ

言
ヲ

作

伝
法
亦
然

G
跋
者
取
二

古
詩
ニ

一

狼
跋
フ
ム

二

其
胡
シ
メ
ク
ヒ
ヲ

一

、
立
レ

義
ヲ

、
狼
前
ニ

行
則
躐
二

其
胡
ヲ

一

、
跋
語
ル

不
可
多
則
四
虚
語
宜
ク

峻
峭
以
其
不
可

後
加
之
意
説
者
則
自
レ

出
二

已
カ

意
ヲ

一

、
横
説
堅
談
其
文
祥
膽
抑
揚

無
所
可
レ

如
韓
文
師
説
是
也
、

H
遠
者
ハ

以
レ

虚
不
レ

虚
ト

、
以
レ

実
カ

不
レ

実
ト

、
虚
ノ

中
ニ

作
レ

実
ト

、
々

中
ニ

作
虚
、
只
一
向
ニ

虚
ナ
レ
ハ

、
詩
心
弱
シ

、
一
〈
右
傍
補
入
「
句
」
〉

向
ニ

実

ナ
レ
ハ

詩
ノ
心
卑
俚
也
、
以
幽
玄
ノ

意
可
レ

作
先
須
レ

煉
レ

字
煉
レ

格
□

レ

心
也
、
詩
病
者
韵
嶮
□
其
詩
難
読
也
古
人
云
韵
色
不
去
而
千
首

韵
□
□
而
千
首
煉
麻
不
而
千
首
三
千
首
之
内
達
者
ト
可
レ

成
奇
言

句
亦
出
来
也
、
〔
三
字
空
き
〕
句
法
者
杜
子
美
思
友
人
云
渭
北
春

天
樹
江
東
日
暮
雲 
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例
え
ば
、
A
・
F
の
補
入
の
結
果
は
『
文
鑑
』
の
本
文
と
一
致
す
る
。
一
方
で
B
・
C
・
D
・
E
の
補
入
は
『
文
鑑
』
本
文
と
一
致
し

な
い
。
つ
ま
り
、
『
巻
而
懐
』
の
書
写
者
が
対
校
本
に
使
用
し
た
と
思
し
い
「
Ｘ
本
」
は
、
『
文
鑑
』
の
本
文
系
統
と
は
別
で
あ
る
可
能
性

が
浮
上
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
慶
長
期
に
い
く
つ
か
の
本
文
系
統
を
持
つ
助
字
解
説
書
が
、
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
補
入
は
識
語
【
I
】
に
も
あ
り
、
本
文
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鏡
清
に
よ
り
慶
長
期
に
付
さ
れ
た
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

付
言
す
れ
ば
、
冒
頭
及
び
A
〜
H
に
示
し
た
以
外
の
『
巻
而
懐
』
の
記
述
は
、
連
続
し
た
抄
出
で
は
な
く
、
【
参
考
資
料
】
に
付
し
た

点
線
部
を
区
切
り
と
し
て
、
同
書
の
異
な
る
箇
所
か
ら
引
用
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
よ
そ
『
文
鑑
』
の
八
割
の
内
容
が
（17）

重
な
る

こ
と
か
ら
見
て
も
、
『
文
鑑
』
の
成
立
過
程
を
窺
い
う
る
資
料
と
し
て
『
巻
而
懐
』
は
無
視
し
得
な
い
一
書
と
な
る
。 

三
―
二
、
鉄
叟
和
尚
・
月
舟
和
尚
・
月
渓
和
尚
の
伝
承

　

次
に
、
❷
「
虚
白
就
南
禅
鉄
叟
和
尚
問
文
法
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

こ
れ
は
「
虚

（

南

化

）
白
」
が
南
禅
寺
の
「
鉄
叟
和
尚
」
に
詩
の
文
法
に
つ
い
て
尋
ね
聞
く
と
、
鉄
叟
は
「
私
が
述
べ
る
内
容
は
昔
、
月
舟
和
尚

か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
断
わ
っ
た
上
で
、
彼
が
月
舟
か
ら
聞
き
及
ん
だ
こ
と
を
書
き
留
め
た
体
裁
を
な
す
。
鉄
叟
和
尚
と
は
、
京

都
建
仁
寺
・
南
禅
寺
の
住
持
鉄
叟
景
秀
（
一
四
九
六
〜
一
五
八
〇
）
の
こ
と
で
、
近
江
国
永
源
寺
の
霊
仲
禅
英
（
一
三
三
〇
～

一
四
一
〇
）
の
法
を
嗣
い
だ
室
町
末
期
の
禅
僧
で
あ
る
。
月
舟
和
尚
は
、
室
町
期
の
代
表
的
な
禅
僧
月
舟
寿
桂
（
？
〜
一
五
三
三
）
で
、

遺
稿
も
多
い
人
物
で
あ
る
。

　

次
の
表
に
示
し
た
の
は
、
鉄
叟
が
月
舟
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
語
る
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
『
巻
而
懐
』
の
ほ
か
、
『
四
六
彙
解
』
所
収
「
裁
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文
作
法
」（18）

に
も
同
様
の
記
述
が
確
認
さ
れ
、
時
代
は
下
る
資
料
だ
が
、
本
文
の
相
対
化
を
図
る
上
で
有
用
と
考
え
検
討
対
象
に
加
え
る
。

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、
誰
が
誰
か
ら
何
を
伝
え
聞
い
た
の
か
と
記
す
の
は
『
文
鑑
』
の
み
で
、
他
の
二
書
に
は
こ
れ
ら
の
作
法
を
説
い
た

具
体
的
な
人
物
名
を
記
さ
な
い
。
「
裁
文
作
法
」
と
は
『
策
彦
和
尚
四
六
図
』
と
題
し
た
小
目
に
収
ま
る
が
、
そ
の
内
容
は
月
舟
の
『
蒲

室
疏
抄
』
に
見
え
る
も
の
と
大
同
小
異
と
さ
れ
る
も
の
の
（19）

、
北
村
氏
が
翻
刻
す
る
「
裁
文
作
法
」
に
は
該
当
箇
所
が
な
い
。

　

な
お
、
こ
れ
以
降
【
参
考
資
料
】
中
の
波
線
部
に
あ
た
る
内
容
は
、
慶
長
三
年
に
京
都
東
福
寺
の
住
持
と
な
り
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸

初
期
に
『
古
文
真
宝
抄
』
を
手
が
け
た
月
渓
聖
澄
（
一
五
三
六
〜
一
六
一
五
）
か
ら
、
南
化
が
『
蒲
室
集
』
講
義
の
際
に
聞
き
及
ん
だ
内

容
に
あ
た
る
と
い
う
。
し
か
し
、
現
状
、
該
当
箇
所
は
見
出
せ
な
い
。

 
『
文
鑑
』

虚
白
就
南
禅
鉄
叟
和
尚
問
二

文
法
ヲ

一

、
叟

曰
、
予
昔
聞
二

之
ヲ

月
舟
和
尚
ニ

一

焉
字
ハ

喩
二

礎
石
ニ

一

也
、
自
下
抱
上
也
、
然

火
上
燃
故
受
二

上
事
ヲ

一

処
ニ

置
之
也
、
而
ハ

与
レ

髭
同
韵
、
髭
ハ

下
ヘ

垂
ル

故
ニ

自
上
事
及

レ

下
処
用
之
、
蓋
ハ

物
ノ-

蓋
フ
タ

也
、
器
ニ

有
レ

盖
則
不
レ

知
二

其
中
ノ

物
ヲ

一

、
推
レ

之
也
、

故
推
ス

二

量
事
ヲ

一

処
ニ

置
字
也
、

 

『
巻
而
懐
』

焉
喩
二

礎
之
石
ニ

一

自
下
抱
上
也
―
ト
ス

レ

焉

ト
云
処
可
用
然
火
ハ

上
ヘ

燃
ル

故
受
上
ノ

事
ヲ

一

処
置
レ

之
也
、
而
ハ

与
髭
同-

韵
髭
ハ

下
ヱ

垂
ル

故
自
上
事
及
下
之
処
ニ

用
也
、
蓋
物
蓋

タ

也
、
器
ニ

有-

フ
タ

則
不
レ

知
二

其
中
ノ

物
ヲ

一

、

推
レ

之
也
、
故
ニ

推
二

量
ス

事
ヲ

一

之
処
ニ

置
レ

之
、

 

『
四
六
彙
解
』
所
収
「
裁
文
作
法
」

私
曰
焉
喩
礎
之
石
自
下
抱
上
也
、
何
ナ
ン
ト

ス
レ

焉
ト
云
処
ニ

置
ノ

字
也
然
喩
火
ハ
上
へ

燃

ア
カ
ル
故
受
上
之
事
処
ニ

置
也
、
而
ハ

与
髭

同
韵
、
ヒ
ケ
ハ
下
ヘ
タ
ル
物
也
故
自
上
事

及
下
ノ
処
用
之
、
蓋
ハ
物
ノ
フ
タ
也
、
器

ニ

有
盖
則
不
知
其
中
ノ
物
推
之
也
、
故
ニ

事

ヲ
推
量
ス
ル
処
ニ

置
ク 
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三
―
三
、
江
西
和
尚
の
口
伝

　

最
後
に
、
❸
「
四
六
之
法
、
十
叚
、
江
西
和
尚
ノ
口
伝
」
と
❹
「
江
西
和
尚
蒲
室
四
六
講
明
口
伝
」
の
引
用
箇
所
を
検
討
す
る
。

❸
❹
に
み
ら
れ
る
「
江
西
和
尚
」
と
は
、
室
町
前
期
の
禅
僧
江
西
竜
派
（
一
三
七
五
〜
一
四
四
六
）
の
こ
と
で
、
建
仁
寺
の
一
庵
一
麟

（
一
三
二
九
〜
一
四
〇
七
）
の
法
を
嗣
い
だ
の
ち
、
絶
海
中
津
（
一
三
三
四
〜
一
四
〇
五
）
に
四
六
駢
儷
文
を
学
ん
だ
。

こ
こ
は
、
『
巻
而
懐
』
に
の
み
収
載
が
な
く
、
右
の
通
り
『
四
六
彙
解
』
所
収
「
江
西
和
尚
蒲
室
四
六
講
明
口
伝
」
と
『
蒲
室
集
抄
』
と

 

『
文
鑑
』

凡
啓
劄
ハ
、
十
対
也
、
十
二
対
十
三
対
マ

テ
ハ
法
也
、
十
四
十
五
ハ
、
無
法
度
事
也
、

軽
隔
句
ハ
、
上
六
字
下
四
字
也
、
重
隔
句

ハ
、
上
六
字
、
下
四
字
也
、
平
隔
句
ハ
、

上
下
六
字
也
、
麁
隔
句
ハ
、
上
三
字
、
下

九
字
、
十
字
、
十
三
字
、
五
字
也
、
蒙
頭

ニ
ハ
、
肩
ノ
聲
々
ヲ
、
可
調
也
、

 

『
四
六
彙
解
』
所
収
「
江
西
和
尚
口
伝
承
十
叚
」

凡
啓
劄
ハ
十
対
也
、
十
二
対
十
三
対
マ
テ

ハ
法
也
、
十
四
十
五
ハ
、
無
法
度
也
、

蒙
頭
ト
ハ
、
字
称
ニ
ハ
肩
ノ
声
ヲ
、
可
調
也
、

※
軽
句
ノ
隔
句
ハ
、
上
四
字
下
六
字
是
カ

本
也
、
マ
ツ
最
初
ニ
カ
イ
テ
人
ニ
ミ
セ
バ

軽
ノ
隔
句
ニ
可
有
也
、
麁
ノ
隔
句
ハ
、
上

三
字
、
下
七
八
九
字
マ
テ
モ
書
也
、
是
ハ

今
ハ
不
用
也
、
密
ノ
隔
句
ハ
上
ハ
前
モ
六

字
ノ
句
也
、
重
隔
句
ハ
、
上
六
字
下
四
字

也
、

 

『
蒲
室
集
鈔
』

軽
ノ
句
隔
句
ハ
上
四
字
下
六
字
コ
レ
カ
本

也
、
マ
ツ
最
初
ニ
カ
イ
テ
人
ニ
ミ
セ
ハ
軽

隔
句
ニ
可
書
、

重
ノ
隔
句
ハ
、
上
六
字
下
四
字
ナ
リ
、

疎
ノ
隔
句
ハ
上
三
字
下
ハ
七
字
八
字
九
字

マ
テ
モ
カ
ク
ナ
リ
、
是
ハ
今
不
用

密
ノ

隔
句
ハ
上
ハ
七
字
八
字
九
字
マ
テ
モ

カ
ク
下
ハ
三
字

平
ノ

隔
句
ハ
上
モ
下
モ
六
字
ノ

句
ナ
リ
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一
部
重
な
る
。
な
お
、
『
四
六
彙
解
』
の
「
※
」
印
以
降
は
、
傍
線
部
の
前
に
記
さ
れ
る
。

　

岩
本
氏
は
、
『
文
鑑
』
の
こ
の
箇
所
は
慶
長
四
年
の
識
語
が
か
か
る
❶
と
❷
の
「
伝
授
と
は
別
時
期
に
入
手
し
た
資
料
に
も
と
づ
く
も

の
と
み
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
る
。
こ
の
こ
と
は
、❸
の
抄
出
母
体
に
南
化
が
関
与
し
た
『
巻
而
懐
』
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、『
文

鑑
』
中
の
❸
に
つ
い
て
は
南
化
の
伝
授
や
著
作
と
は
関
係
が
及
ば
な
い
書
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
い
で
、
❹
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 　

こ
こ
は
、
『
蒲
室
集
鈔
』（20）

の
中
に
収
載
さ
れ
る
「
江
西
蒲
室
四
六
講
特
口
伝
」
と
確
か
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
多
少
の
不
一
致
は

存
し
、
例
え
ば
冒
頭
「
其
ノ
後
ニ
〜
無
法
度
ナ
コ
ト
也
」
ま
で
は
『
文
鑑
』
と
同
じ
だ
が
、
傍
線
部
は
該
当
し
な
い
。

バ
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な
お
、
『
蒲
室
集
鈔
』
は
、
そ
の
直
前
に
軽
隔
句
・
重
隔
句
・
平
隔
に
つ
い
て
の
文
が
続
く
が
、
そ
れ
ら
の
一
文
は
【
参
考
資
料
】
波

線
部
の
後
に
行
を
空
け
た
の
ち
に
散
在
し
て
記
述
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
文
鑑
』
は
項
目
の
標
題
は
合
致
す
る
が
『
四
六
彙
解
』
と
『
蒲

室
集
鈔
』
か
ら
直
接
抄
出
し
た
訳
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
柳
田
氏
は
、
「
策
彦
秘
本
と
い
う
こ
の
「
巻
而
懐
」
に
も
、
江
西
和
尚
蒲
室
四
六
講
を
引
く
と
こ
ろ
が
あ
り
、
同
じ
系
統
の
中
に

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
巻
而
懐
」
は
、
お
そ
ら
く
策
彦
の
四
六
図
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
信
憑
し
得
る
も
の
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
南
化
の
跋
文
の
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
る
。
確
か
に
『
文
鑑
』
の
「
江
西
和
尚
蒲

室
四
六
講
明
口
伝
」
の
一
部
は
『
巻
而
懐
』
の
そ
れ
と
重
な
る
が
、
【
参
考
資
料
】
点
線
部
は
見
出
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
柳
田
氏
が
信
憑

性
の
高
い
と
伝
え
る
『
巻
而
懐
』
所
収
の
策
彦
四
六
図
を
そ
の
ま
ま
『
文
鑑
』
の
抄
出
母
体
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
だ

が
、
『
文
鑑
』
の
素
性
と
学
問
の
系
統
を
あ
る
程
度
ま
で
位
置
づ
け
る
資
料
と
し
て
有
用
と
い
え
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
、
❶
〜
❹
の
抄
出
元
を
検
討
し
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
『
文
鑑
』
編
纂
に
あ
た
り
、
南
化
が
直
接
的
に
引
用
し
た
一
書
を
比

定
で
き
た
訳
で
は
な
い
が
、
内
容
面
に
お
い
て
は
、
既
存
の
い
ず
れ
か
の
四
六
文
に
関
わ
る
記
述
か
ら
抄
出
再
構
成
さ
れ
、
本
書
独
自
の

も
の
と
呼
べ
る
文
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

四
、
『
文
鑑
』
編
纂
の
目
的

　

大
枠
と
し
て
の
『
文
鑑
』
の
位
相
を
整
理
す
る
。
そ
も
そ
も
、
四
六
駢
儷
文
に
関
わ
る
作
法
書
の
伝
播
は
、
五
山
文
学
の
隆
盛
期
を
担
っ

た
絶
海
中
津
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
五
山
に
お
け
る
形
式
的
な
作
風
を
決
定
付
け
た
と
さ
れ
る
（21）

。
そ
う
し
た
風
潮
は
、

中
世
末
期
に
あ
っ
て
も
根
強
い
も
の
で
、
こ
の
時
期
は
南
化
の
よ
う
な
五
山
林
下
諸
派
が
四
六
文
伝
播
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
『
文
鑑
』
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成
立
も
そ
う
し
た
流
れ
に
乗
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
（22）

。
ま
た
、
『
文
鑑
』
に
は
、
月
舟
の
『
蒲
室
集
注
』
と
江
西
の
四
六
文
の
講
義
が

抄
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
玉
村
氏
の
（23）

、

　
　

尊
経
閣
文
庫
蔵
『
鰲
頭
箋
注
蒲
室
集
』（
室
町
末
江
戸
初
期
写
３
冊
）
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
『
蒲
室
集
抄
』（
室
町
時
代
写
４
冊
）

　
　

は
月
舟
寿
桂
の
抄
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
巻
首
近
く
に
「
江
西
蒲
室
四
六
講
時
口
伝
」
を
の
せ
て
い
る
。
『
蒲
室
集
』
の
講
義
の
場
で
、

　
　

四
六
文
の
一
般
論
も
講
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

記
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
『
文
鑑
』
の
成
り
立
ち
に
沿
う
も
の
と
首
肯
さ
れ
る
。
『
文
鑑
』
は
大
枠
と
し
て
は
、
五
山
林
下
諸
派
の
隆

盛
・
蒲
室
集
と
四
六
文
が
一
体
と
な
っ
た
伝
授
様
式
を
継
承
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
（24）

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
三
節
で
検
証
し
た
通
り
、
『
文
鑑
』
そ
れ
自
体
の
内
容
は
、
基
本
的
な
も
の
で
、
概
ね
は
既
存
の
諸
説
と
重
な
り
、

特
筆
す
べ
き
内
容
は
な
か
っ
た
。
で
は
、
直
江
が
助
字
・
四
六
文
の
抄
出
に
一
定
の
関
心
を
抱
く
事
情
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
こ
に

は
直
江
の
子
息
景
明
へ
の
学
問
教
授
の
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

直
江
が
南
化
に
『
文
鑑
』
の
書
写
を
所
望
し
た
慶
長
四
年
時
、
彼
は
六
歳
で
あ
る
（
景
明
は
慶
長
二
十
年
に
二
十
二
歳
で
夭
折
）
。
第

三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
文
鑑
』
の
冒
頭
は
非
常
に
噛
み
砕
か
れ
た
記
述
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
直
江
自
身
の
学
問
研
鑽
の
た

め
と
い
う
よ
り
も
、
将
来
の
景
明
の
た
め
南
化
に
書
写
を
依
頼
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
景
明
が
『
文
選
』
に
関
心
を
示
し
、
そ
れ
に
応
じ
る
形
で
直
江
が
『
文
選
』
を
江
戸
に
送
っ
た
、
と
い
う
経
緯
を
記
し
た
書

状
（
『
上
杉
家
文
書
』
九
〇
〇
号
）
が
知
ら
れ
る
。
年
次
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
重
光
」
の
署
名
か
ら
推
察
す
る
に
、
慶
長
十
三
年
以
降
の

書
状
と
み
ら
れ
て
い
る
。
景
明
の
死
没
か
ら
逆
算
し
書
状
の
成
立
を
下
限
に
定
め
た
と
し
て
も
、
十
三
歳
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
か
ら
の

学
問
へ
の
本
格
的
な
興
味
に
合
わ
せ
て
、
直
江
が
慶
長
四
年
時
に
所
望
し
た
際
に
、
手
控
え
の
よ
う
な
形
で
写
し
て
い
た
も
の
を
、
慶
長

十
三
年
以
降
に
『
軍
法
』
『
秘
伝
集
』
と
共
に
改
め
て
、
体
裁
を
同
じ
く
仕
立
て
て
景
明
に
継
承
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
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す
る
と
、
慶
長
四
年
の
識
語
B
以
降
に
も
、
文
章
が
途
切
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
改
装
時
に
⑤
⑥
の
内
容
を
追
記
し
た
と
す
れ
ば
不
自

然
と
言
い
難
い
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
『
文
鑑
』
本
文
の
生
成
過
程
の
問
題
に
つ
い
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
策
彦
の
著
作
の
ほ
か
、
南
化
が
関
与
し
た
『
巻
而
懐
』

を
検
討
に
加
え
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
室
町
末
期
に
あ
っ
て
は
、
五
山
文
化
の
継
承
に
あ
た
り
欠
か
せ
な
い
禅
僧
の
伝
を
引
く

な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
学
問
の
蓄
積
と
連
続
性
が
意
識
さ
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
が
、
独
自
の
作
法
を
生
み
出
し
、
継
承
し
よ
う
と
す
る
意
識

は
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
『
文
鑑
』
は
、
同
じ
く
南
化
が
関
与
し
た
『
巻
而
懐
』
の
文
と
極
め
て
近
似
す
る
が
、

そ
れ
で
も
抄
出
元
が
判
明
し
な
い
箇
所
も
あ
り
、
南
化
が
特
定
の
一
書
か
ら
抄
出
し
た
の
で
は
な
く
、
先
人
か
ら
聞
書
し
た
内
容
と
架
蔵

本
か
ら
得
た
内
容
を
混
在
さ
せ
て
武
家
に
伝
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
『
文
鑑
』
の
生
成
と
享
受
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
お
け
る
五
山
文
学
終
焉
と
呼
ば

れ
る
時
代
の
具
体
的
な
様
相
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
全
て
が
解
き
明
か
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
比
較
す
べ
き
本
文
は
無
数
に
あ
り
、
そ
の
先
後
関
係
に
も
考
察
を
及
ば
せ
る
こ
と

が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
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〔
注
〕

（
１
）
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
』
日
本
歴
史
新
書
、
至
文
堂
、
一
九
五
五
年
。

（
２
）
拙
稿
「
戦
国
期
の
詩
歌
百
首 

:
 

「
亀
岡
文
殊
堂
奉
納
詩
歌
百
首
」
に
つ
い
て 

」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
一
一
六
号
、
二
〇
一
八
年
六

月
）
、「
連
歌
師
紹
巴
と
戦
国
武
将 

:
 

直
江
兼
続
宛
「
発
句
抜
書
」
を
中
心
に
」
（
『
連
歌
俳
諧
研
究
』
一
三
八
号
、
二
〇
二
〇
年
三

月
）
。

（
３
）
該
書
は
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
所
蔵
「
国
宝
上
杉
家
文
書
」
九
七
〇
号
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
第
十
二
』
上
杉
家
文
書
之
二
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
に
「
南
化
玄
興
文
鑑
写
」
と
し
て
全
文
の
翻
刻
が
備

わ
る
。

（
４
）
内
田
智
雄
編
『
米
沢
善
本
の
研
究
と
解
題
』
臨
川
書
店
、
一
九
五
八
年
。

（
５
）
岩
本
篤
志
「
『
文
鑑
』
と
『
軍
法
』
〜
直
江
兼
続
と
漢
籍
〜
」
（
矢
田
俊
文
『
直
江
兼
続
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）
。

（
６
）
『
新
纂
禅
籍
目
録
』
（
駒
澤
大
学
図
書
館
、
一
九
六
二
年
）
参
照
。
『
本
朝
文
鑑
』
は
江
戸
中
期
の
俳
人
支
考
の
編
。

（
７
）
『
大
日
本
古
文
書
』
は
こ
れ
ら
三
部
を
「
直
江
重
光
ノ
自
筆
ニ
カ
ヽ
ル
」
と
伝
え
る
。

（
８
）
『
蠡
測
集
』
（
続
群
書
類
従
・
巻
九
五
七
・
書
陵
部
蔵
本
）
、
『
策
彦
和
尚
筆
記
』
（
書
陵
部
蔵
本
：
一
一
一
・
一
六
〇
）
、
『
策
彦
四
六
図
』

（
北
村
澤
吉
『
五
山
文
学
史
稿
』
冨
山
房
、
一
九
四
二
年
）
参
照
。
そ
の
他
、
策
彦
の
著
作
と
伝
わ
る
『
詩
聯
諺
解
』（
堀
川
貴
司
『
五

山
文
学
研
究
：
資
料
と
論
考
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
と
も
一
致
し
な
い
。

（
９
）
前
掲
注
２
参
照
。

（
10
）
市
立
米
沢
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
古
文
真
宝
後
集
抄
』
（
A
A
1
3
9
0
0
1)

参
照
。

（
11
）
南
化
玄
興
撰
・
玄
喬
校
『
虚
白
録
』
巻
之
三
「
記
」
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
刊
（
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
：
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谷
村
文
庫
、
1-

25/

キ/

9
参
照
）
。

（
12
）
脇
坂
玄
淳
「
南
化
玄
興
の
行
実
を
『
虚
白
録
』
に
見
る
」
（
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
八
号
、
二
〇
〇
六
年
）
。

（
13
）
前
掲
注
５
同
書
。

（
14
）
前
掲
注
８
参
照
。

（
15
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
巻
而
懐
』
（
貴
重
書
、写
本
、
請
求
記
号
：
〇
一
三
九-

一
〇
画
像
参
照
）
。
書
名
の
由
来
は
『
論
語
』

衞
の
靈
公
（
第
十
五
・
六
・
子
曰
直
哉
史
魚
章
）
の
一
節
「
邦
無
道
則
可
巻
而
懐
之
（
邦
に
道
無
け
れ
ば
則
ち
巻
き
て
之
を
懐
に
す

べ
し
）
」
に
依
拠
し
た
と
さ
れ
、
君
子
遽
伯
玉
が
、
国
に
道
が
あ
れ
ば
出
て
仕
え
、
国
に
道
が
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
才
能
を
巻
い
て
引
っ

込
め
た
と
い
う
賢
明
さ
に
基
づ
き
、
伝
授
さ
れ
た
四
六
作
法
な
ど
を
ひ
け
ら
か
す
こ
と
な
く
、
大
切
に
学
ぶ
と
い
う
意
を
込
め
た

と
さ
れ
る
。
書
誌
を
は
じ
め
、
牧
田
諦
亮
『
策
彦
入
明
記
の
研
究　

下
』
（
法
蔵
館
、
一
九
五
九
年
）
、
柳
田
征
司
「
策
彦
周
良
の

手
に
な
る
片
仮
名
交
り
ゾ
体
の
資
料
に
つ
い
て
」（
『
国
文
学
攷
』
七
二
号
、
一
九
七
六
年
）
に
詳
し
い
。
表
紙
の
ウ
ラ
側
に
は
「
〈
勢

州
／
阿
會
〉
片
山
寺
蔵
書
」
の
印
が
あ
る
と
い
う
。

（
16
）
『
名
古
屋
市
史
』
社
寺
編
（
中
部
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
〔
復
刻
版
〕
）
に
、
「
総
持
院
は
瑞
現
山
と
号
す
、
南
区
熱
田
旗
屋
町

の
東
側
に
在
り
、
境
内
は
四
百
九
十
坪
一
合
一
勺
あ
り
、
三
等
地
に
し
て
妙
心
寺
の
末
寺
な
り
、
も
と
熱
田
田
中
町
〈
今
自
休
寺

の
地
〉
に
在
り
」
と
あ
る
。

（
17
）
本
文
の
比
較
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
・
ヲ
・
ヲ
カ
・
カ
な
ど
の
送
り
仮
名
の
有
無
及
び
、
「
ノ
」
を
「
之
」
、
「
ハ
」
を
「
者
」
と

表
記
す
る
違
い
な
ど
は
問
わ
な
い
。

（
18
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
四
六
彙
解 

貞
』
第
四
冊
（
821-

23
）
（
宝
永
六
年
祖
璠
写
）
参
照
。

（
19
）
前
掲
注
８
北
村
氏
同
書
。
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（
20
）
早
稲
田
大
学
蔵
「
蒲
室
集
鈔
」
（
ハ
0
5
0
1
0
2
1)

、
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
牧
雲
子
写
、
第
１
冊
７
コ
マ
目
「
江
西
蒲
室

四
六
講
特
口
伝
」
参
照
。

（
21
）
「
絶
海
が
留
学
か
ら
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
こ
の
新
し
い
作
風
と
四
六
疎
の
格
正
し
い
作
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
中
略
）
そ

し
て
、
そ
の
影
響
・
遺
風
に
よ
っ
て
、
五
山
の
詩
が
、
次
第
に
純
文
学
的
傾
向
を
採
る
に
至
っ
た
こ
と
と
、
四
六
疎
の
技
法
を
広

く
伝
播
し
た
こ
と
と
の
二
つ
は
、
以
後
室
町
中
期
の
終
り
ま
で
、
五
山
の
作
風
の
発
展
を
決
定
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
」
奈
良
岡
康

作
「
五
山
文
学
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
文
学
史
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）
。

（
22
）
玉
村
竹
二
『
日
本
禅
宗
史
論
集　

一
之
下
』
（
思
文
閣
、
一
九
七
九
年
）
に
「
林
下
の
諸
派
の
隆
盛
と
い
う
現
象
は
、
中
世
末
期
の

一
特
質
」
と
あ
る
。

（
23
）
前
掲
注
１
同
書
。

（
24
）
牧
田
氏
は
「
五
山
文
学
の
全
く
衰
え
た
と
も
称
さ
れ
る
徳
川
初
期
に
、
な
お
か
く
の
如
く
転
々
と
写
伝
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の

書
の
内
容
が
僧
人
に
と
っ
て
有
用
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
る
。

［
付
記
］
資
料
の
閲
覧
・
翻
刻
・
写
真
掲
載
の
御
許
可
を
賜
り
ま
し
た
米
沢
市
上
杉
博
物
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
篤
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
研
究
はJ

S
P
S

科
研
費
（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援 

J
P
2
2
K
2
0
0
1
8

：
研
究
代
表　

川
﨑
美
穏
）
の
助
成
を
受
け

た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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附　

参
考
資
料

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵
『
文
鑑
』
（
国
宝
「
上
杉
家
文
書
」
九
七
〇
号
）
を
用
い
た
。

二
、
本
文
に
施
さ
れ
た
朱
書
き
は
、
読
点
を
除
い
て
省
略
し
た
。

三
、
意
図
的
な
改
行
は
踏
襲
し
た
が
、
行
移
り
は
底
本
に
従
わ
ず
追
い
込
み
で
表
記
し
た
。
な
お
、
改
丁
は
（
一
オ
）
の
よ
う
に
示
し
た
。

四
、
原
則
と
し
て
異
体
字
、
略
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
が
、
一
部
底
本
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
場
合
も
あ
る
。

五
、
合
字
「
ヿ
」
・
合
略
字
「
□
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
コ
ト
」
・
「
シ
テ
」
に
表
記
を
改
め
た
。

六
、
カ
ナ
は
右
下
に
小
さ
く
寄
せ
て
あ
る
場
合
と
、
漢
字
に
比
し
て
や
や
小
さ
く
し
て
い
る
場
合
と
に
区
別
し
た
。

 

①
藤
氏
字
訓
助
字
問
答
略
云
、
柳
文
云
、
乎
歟
耶
夫
者
、
疑
辞
也
、

矣
耳
焉
也
者
、
決
辞
也
、

　

柳
文
ハ
柳
子
厚
カ
文
也
、
乎
ノ

字
、
歟
ノ

字
、
哉
ノ
字
、
夫
ノ
字
ハ
、
未
シ
テ

レ

決
疑
フ

処
ニ

置
字
也
、
矣
耳
焉
也
者
、
決
処
ニ

置
也
、

夫
古
文
之
助
字
ハ

以
テ

二

論
語
ヲ

一

為
レ

祖
、
余
問
何
以
究
ヤ

二

論
語
助

字
之
大

抵
テ
イ
ヲ

一

乎
、
答
以
二

焉
耳
（
一
オ
）
乎
哉
四
字
ヲ

一

究
レ

之
、

問
皇
侃カ

ン

曰
、
送
句
也ナ

リ
ト、

如
何
、
答
云
、
凡
虚
字
ハ

者
矣
ノ

字
是
也
、

矣
ノ

字
者
不
ス

レ

決
セ

レ

前
ヘ
ヲ

不
レ

生
レ

後
ヘ
テ

、
絶
二

其
ノ

語
ヲ

一

不
レ

使
シ

テ
二

之
ヲ

蔓

−

延
セ

一

也
、
見
二

虚
字
問
答
一

今
ノ

之
四
字
ハ

者
或
ハ

語
ノ

之

余
リ

、
或
ハ

生
シ

レ

後
ヘ
ヲ

、
或
ハ

足
シ

二

句

−

意
ノ

所
ロ
ヲ

一

不
レ

足
、
或
ハ

令

シ
テ

下
二

其
ノ

事

−

脉
ヲ

一

不
中

断

−

絶
上

、
故
云
、
送
ル

二

其
ノ

−

句
ヲ

一

也
、

送
之
句
ト

云
ハ

非
也
、
問
云
、
焉
字
如
何
、（
一
ウ
）
答
焉
而
ハ

不
レ

決
、

故
曰
、
語
余
ニ
シ
テ

而
生
ス

レ

後
ヲ

問
、
其
證
如
何
、
答
云
、
或
ハ

乞
レ

醯
焉
乞
テ

二

諸
其
ノ

隣
ニ

一

而
与
フ

之
是
也
、
問
有
リ
ヤ

二

黨
ノ

字
一

乎
、

答
云
、
如
二

之
諸
已
而
ノ

一

者
皆
其
黨
也
、
此
四
字
置
二

之
句
中
ニ

一
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則
不
黨
、
置
二

之
末
ニ

一

則
皆
然
矣
、
問
其
證
何
耶
、
答
云
、
時
習

之
山
川
其
舎
諸
、
室
是
遠
而
不
（
二
オ
）
レ

可
レ

尚
ク
ハ
ウ

已
之
類
是
也
、
問
、

以
二

決
而
不
レ

決
之
字
ヲ

一

、
置
二

之
大
篇
末
ニ

一

、
何
耶
、
答
正
諸
志

焉
記
之
類
皆
決
而
不
決
故
也
、
有
口
伝
、
問
、
耳
字
如
何
、
答
、

即
二

上
句
一

而
受
于
下
如
三

耳
之
在
二

頭-

面
ニ

一

、
無
黨
字
、
問
、

而
已
者
豈
不
黨
乎
、
答
、
非
也
、
而
已
者
而
後
已
也
、
是
決
也
、

雖
然
置
焉
耳
（
二
ウ
）
則
与
而
已
黨
、
謂
之
決
文
之
辞
、
見
虚
字

問
答
、
問
、
乎
字
如
何
、
答
、
疑
而
浅
也
、
見
字
注
、
問
、
有
二

黨
字
一

乎
、
答
、
如
歟
耶
則
其
黨
与
同
シ

、
問
、
哉
字
如
何
答
疑
而

決
也
、
乎
哉
両
字
者
同
功
一
体
乎
哉
云
則
如
二

問
而
答
ル
カ

一

、
哉

字
者
大
疑
小
決
也
、
問
有
黨
乎
、
答
如
二

也
夫
一

（
三
オ
）
則
其
黨

也
、
見
虚
字
問
答
夫
ハ

見
二

字
注
ニ

一

、
礼
曰
、
右
四
字
分
別
如
是
、

今
則
帰
二

于
也
之
一
字
ニ

一

、
成
二
字
則
也
耶
也
、
然
則
内
決
而
外

疑
之
字
也
、
疑
則
皆
即ツ

ク
二

上
ノ

句
ニ

一

、
故
謂
二

之
助
字
ト

一

矣
、
予
按

虚
字
問
答
、
説
論
之
或
之
所
論
蓋
以
テ

二

之
也
之
両
字
ヲ

一

為
ス

二

古

文
塩
梅
ト

一

云
々
、
（
三
ウ
）
宛
転
反
覆
之
間
、
筆
之
所
渋
、
詞
之

所
滞
、
味
之
所
レ

不
レ

足
ラ

、
意
之
所
レ

不
レ

至
、
以
二

之
ノ

字
一

ヲ

合
焉
、

以
二

也
字
ヲ

一

決
シ
テ

分
ツ

レ

焉
ヲ

則
勢
如
レ

破
ワ
ル
カ

レ

竹
ヲ

、
而
後
以
テ

二

矣
ノ

字

ヲ
一

決
断
、
而
其
次
之
破
句
転
句
不
レ

可
レ

無
ク
ン
ハ

二

千-

鈞
ノ

力
量
一

、

若
唯
摸-

二

索
故
人
ヲ

一

無
自
己
ノ

所
レ

得
如
レ

至
二

之
也
矣
焉
之
開
合
ニ

一

如
二

驊-

騮
之
捕
ル
カ

一

（
四
オ
）
レ

鼠
ヲ

耳
ノ
ミ

、
何
以
取
レ

焉
蔵
六
子

云
、
夫
ハ

語
ノ

端
ハ
シ
メ
ノ

辞
也
、
又
語
ノ

已
ヲ
ハ
リ
ノ

辞
ナ
リ

、
吾
レ

已
ヤ
ン
ナ
ン

矣
夫
柳
曰
、

疑
辞
也
、
又
有
二

所
指
之
辞
一

、
夫
二
三
子
也
、
其
ハ

語
ノ

端
ハ
シ
メ
ノ

辞
ナ

リ

云
々
、
又
指
物
之
辞
、
於
ハ

語
ノ

助
也
、
之
ハ

語
ノ

助
也
、
諸
之
也

又
疑
辞
也
、
有
諸
又
語
助
、
日
居
月
諸
而
語
助
、
語
室
是
遠
而
又

因
辞
、
又
抑
辞
又
発
端
（
四
ウ
）
之
辞
、
兮
ハ

見
二

韻
書
一

、
歌
行

多
用
之
、
乎
ハ

語
之
余
、
上
句
之
余
声
也
、
又
極
辞
、
一
ニ
ハ

曰
疑

辞
也
舒
辞
也
、
与
及
也
歟
ハ

見
韻
書
俗
以
為
語
末
辞
也
、
又
歎
辞
、

経
伝
通
作
レ

与
ト

、
耶
ハ

未
定
之
辞
、
哉
ハ

君
子
哉
若
人
是
為
二

間
隔

之
辞
柳
曰
、
疑
辞
也
、
矣
ハ

語
已

ノ
ヲ
ハ
リノ

詞
也
、
大
沢
之
字
、
（
五
オ
）

耳
ハ

語
ノ

已
ヲ
ハ
リ

也
、
焉
ハ

見
二

韻
書
ニ

一

、
語
終
也
、
小
決
之
字
也
、
語

之
余
也
、
助
ル

二

辞
ノ

終
ヲ

一

也
、
爾
言
之
助
也
、
詞
之
必
然
也
、
已

ハ

止
也
此
也
、
甚
也
、
説
也
、
語
終
辞
也
、
然
ハ

語
辞
決
辞
、
即
ハ

今
也
、
半
也
、
当
也
、
則
助
辞
、
然
後
之
辞
、
行
有
余
力
則
以
学
文
、

乃
ハ

廼
同
、
曳
レ

詞
ヲ

之
難
也
、
春
秋
ニ
ハ

難
辞
（
五
ウ
）
継
事
之
辞
、々

之
後
也
、
便
ハ

安
也
、
習
也
、
宣
也
、
此
即
則
為
ノ

三
字
不
レ

可
レ
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不ン
ハ
ア
ル

レ

弁ー
セ

、

②
夫
序
者
次
序
之
語
也
、
前
之
説
ハ

勿
レ

施
レ

後
へ
ニ

、
々
説
勿
レ

レ

施

ス
コ
ト

レ

前
ニ

、
其
ノ

語
ノ

次-

第
不
レ

可
二

顛
倒
ス

一

、
故
ニ

次-

二

第
ス

其
語

ニ
一

曰
序
、
尚
書
ノ

序
詩
ノ

序
、
古
今
作
序
々
大
格
様
也
、
書
ノ

序

首
ハ
シ
メ
ハ

言
画
レ

封
書
契
之
始
一

、（
六
オ
）
次
言
三
（
マ
ヽ
）

皇
墳
帝
典
三
代
之
書
、

及
夫
子
定
レ

書
之
由
ヲ

一

、
又
次
言
二

秦
亡
漢
興
之
事
也
詩
序
首
メ
ニ

言
六
義
之
始
、
次
言
二

変
風
変
雅
之
作
一

、
又
言
二

二
南
王
化
之

因
ヨ
シ
ヲ

一

也
、

夫
記
者
、
所-

三

以
記
二

日
月
之
遠
近
工
費
之
多
少
王
佐
之
姓
名
一

、

叙
事
如
二

書
レ

史
之
法
一

（
六
ウ
）
也
、
尚
書
顧
命
篇
是
也
、
叙
事

之
後
、
略
作
二

識-

論
一

以
結
之
然
不
多
、
蓋
記
者
以
備
フ

レ

不
ル
ニ

レ

忘
也
、

銘
者
字
従
レ

金
ニ

、
喩
如
金
玉
、
一
字
泛
甲
善
為
文
者
宜
如
二

古
詩

雅
頌
作
、
行
実
之
作
当
レ

取
二

其
人
平
生
忠
孝
大
節
ヲ

一

云
々
、
作
レ

伝
法
亦
然
、（
七
オ
）
跋
者
取
三

古
詩
ニ

狼
跋
ニ

二

、
其

胡
シ
タ
ク
ヒ
ヲ

一

、
立
レ

義
、

狼
前
ニ-

行
則
躐フ

ム
二

其
ノ

レ

胡
ヲ

一

、
跋
語
不
可
多
云
々

、

説
者
則
自
出
二

已
カ

意
一

、
横
説
堅
説
、
如
二

韓
文
師
説
是
也
、

文
筆
者
詩
賦
銘
頌
箴
賛
謂
之
文
也
、
詔
筆
移
檄
章
奏
書
啓
謂
之
筆
、

（
七
ウ
）

③
詩
者
有
四
法
、
四
格
、
六
義
、
前
実
、
後
虚
、
後
実
、
前
虚
、

四
実
、
四
虚
之
体
矣
、
四
法
者　

起
ト
ハ

又
云
、
気
意
高
遠
ニ
シ
テ

而

悠
々
ト
シ
テ

可
レ

作
二

時
ノ

景
一

、
可
レ

作
二

時
ノ

体
一

承
ト
ハ　

要
二

従
容
一

、
不
レ

離
二

其
題
一

寄
レ

意
也
、

転
ト
ハ　

要
二

変
化
一

、
転
而
可
作
之
、
合
ト
ハ

其
題
之
一
度
ニ

合
而
、

甚
深
遠
長
ニ
シ
テ

味
イ

不
レ

盡
サ

様
ニ

可
作
之
、
（
八
オ
）

四
格
ハ

者
、
題
目
其
題
ノ
儘

マ
ヽ

可
作
也
、

破
題
其
題
意
趣
ヲ
可
レ
破
心
ヲ
本
ニ
シ
テ
可
作
、

譬
喩

寄
其
題
以
レ
喩
ヲ

作
也　

述
懐
寄
二

其
題
一

述
ス

二

我
情
思
ヲ

一

、
又
文
章
ニ
モ

可
有
此
意
也
、

六
義
者
風
寄
レ

物
直
不
言
而
作
之

賦
詩
注
賦
之
言
鋪
也
、
直
鋪

-

二

陳
ス
ル
其
事
ヲ
一
也
、

比 

比
レ

物
作
也　

興
時
ノ
景
気
ヲ
其
儘
作
レ

之
也
、（
八
ウ
）

雅
能
々
合
二

法
度
一

句
道
ノ
儘
作
之
也

、
頌
其
徳
ヲ
或
ハ
顕
シ
、
或
ハ
謗
テ
作
也
、
有
口
伝
也

、
広
匀

歌
也
、
又
周
礼
太
師
注
ニ

、
頌
ハ

誦
也
、
誦
二

今
之
徳
一

、
広
以
美

之
也
、

前
実　

是
皆
八
句
之
中
ノ
事
也
、
前
二
句
作
二

時
ノ
景
一

者
前
実
也
、

後
実　

後
二
句
寄
物
作
ル
ヲ

曰
後
虚
也
、

後
実　

前
虚　

反
シ
テ

二

上
体
ニ

一

作
之
、
四
実
中
四
句
皆
作
ニ

時
ノ
景
一

也
、

四
虚
中
四
句
皆
作
二

我
情

思
ヲ

一

也
、（
九
オ
）　
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遠
者
ハ

以
テ

レ

虚
ヲ

不
レ

虚
、
以
レ

実
不
レ

実
、
虚-

中
作
レ

実
ヲ

、
々
中

ニ

作
レ

虚
ヲ

、
只
一
向
ニ

虚
レ

ハ

、
詩
意
弱
也
、
一
向
ニ

実
レ
ハ

詩
意
卑
俚

也
、
以
二

深
遠
幽
微
ノ

之
意
一

可
作
也
、
句
法
ハ

者
杜
子
美
カ

思
友
人

云
渭
北
春
天
樹
江
東
日
暮
雲
是
可
為
法
者
也
、　
　
　
　
　

＊
A

識
語
A 

❶
右
、
自
策
彦
和
尚
秘
本
之
中
、（
九
ウ
）
抄
出
而
書
焉
、

④
❷
虚
白
就
南
禅
鉄
叟
和
尚
問
二

文
法
ヲ

一

、
叟
曰
、
予
昔
聞
二

之
ヲ

月
舟
和
尚
ニ

一

焉
字
喩
ハ

二

礎
石
一

ニ

也
自
下
抱
上
也
、
然
火
上
燃
故
受
二

上
事
ヲ

一

処

ニ

置
之
也
、
而
ハ

与
レ

髭
同
韵
、
髭
ハ

下
ヘ

垂
ル

故
ニ

自
上
事
及
レ

下
処

用
之
、
蓋
ハ

物
ノ-

蓋フ
タ

也
、
（
十
オ
）
器
ニ

有
レ

盖
則
不
レ

知
二

其
中
ノ

物
ヲ

一

、
推
レ

之
也
、
故
推
ス

二

量
事
ヲ

一

処
ニ

置
字
也
、

苟
ハ

容
易
イ
ノ

義
也
、
頗
ハ

十
ノ

物
六
七
ノ

方
ヲ

云
也
、
尊
乎
哉
盛
也
、

哉
ナ
ト
、
重
ヲ

書
ク
コ
ト
ハ

深
ク

褒
ル
ノ

辞
也
、
又
虚
白
就
二

月
渓
和
尚
一

聞
二

蒲
室
之
講
一

時
云
、
而
ハ

ホ
ウ
ヒ
ゲ
而
ト
ト
也
、
ホ
ウ
ヒ
ゲ
ハ

人
ノ
頭
ト
、
（
十
ウ
）
ア
ギ
ト
ヽ
ノ
間
ニ
ア
ル
物
也
、
而
ハ

文
ノ

上

下
ノ

間
ニ

置
字
也
、

原
タ
ツ
ヌ
ル
ニ-

夫　

大ヲ

ヨ

ソ凡　

夫
梅
ハ

者
夫
松
ハ

者
ナ
ト
ヽ
書
ハ
、
皆
大
文
ノ

書
キ

出
也
、
文
ハ
短
ケ
レ
ト
モ
大
文
ノ
体
也
、

某
分
者　

某
少
年
ナ
ト
ヽ
書
ハ
小
序
也
、
文
ハ
長
ク
ト
モ
小
序
ノ

体
也
（
十
一
オ
）
蘇
太
史
曰
、
黄
太
史
曰
、
ナ
ト
ヽ
書
ハ
、
人
證

ト
云
也
、
詩
カ
語
カ
ヲ
発
端
ニ

書
出
シ
テ

、
其
人
ノ

手
ニ

合
フ

ヤ
ウ
ニ

書

ヲ

句
證
ト
云
也
、
然
則
末
ノ
カ
キ
ト
メ
ヤ
ウ
有
口
伝
也
、
三
歩
一

顧
五
歩
一
顧
ト

書
ク

、
散
文
ヲ
長
ク
書
乞
分
別
也
、

狼
跋
訖
九
狼
跋
ハ

美
ホ
メ
タ
リ

二

周
公
ヲ

一

也
、
周
公
（
十
一
ウ
）
摂
レ

政
、
遠

ク
ハ

四
国
流
言
シ

、
近
ク
ハ

則
王
不
レ

知
、
周
大
夫
美
ム

レ

不
ン
コ
ト
ヲ

レ

失
二

其
ノ

聖
ヲ

一

、
狼
跋フ

ム
二

其
ノ

胡
シ
タ
ク
ヒ
ヲ

一

載

疐
エ
ツ
マ
ツ
ク

二

其
尾
ニ

一

、
云
々
、

識
語
B 

　
　
　
　
　
　
　

〔
四
行
分
の
空
白
〕
（
十
二
オ
）

右
、
予
禅
定
之
余
、
問
取
先
輩
而
録
之
而
、
成
小
巻
秘
在
匣
中
矣
、

依
直
江
城
州
太
守
之
所
望
、
手
書
以
投
贈
太
守
之
麾
下
、

　
　
　

旹
慶
長
四
年
、
暮
春
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虚
白
拙
叟
（
十
二
ウ
）

⑤
❸
四
六
之
法
、十
叚

、
江
西
和
尚
ノ
口
伝

一
、
蒙
頭
ニ
ハ

、
隔
句
ヲ
用
也
、
軽
隔
句
ヲ
為
レ

好
、
然
ト
モ

、
不
レ

守
二

一
隅
一

也
、
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二
、
結
句
ハ
、
直
対
也
、
此
下
ニ

、
共-

惟
ノ
二
字
数
ヲ

、
書
也
、

三
、
八
字
称
ハ
、
凡
四
書
一
対
ヲ
、
本
ト
ス
、

四
、
師
承
、
隔
句
一
聯
、
但
シ
対
ニ
ハ

、
其
人
ノ

事
ヲ

（
十
三
オ
）

書
ヲ
、
本
ト
ス
、

五
、
和
句
ハ
、
直
対
也
、
和
句
ハ
、
二
対
モ

、
一
対
モ
ア
リ

、
又
無
モ

、

一
体
也
、

六
、
実
録
ノ
隔
句
ヲ
、
一
聯
書
ス

、
其
人
、
師
承
ナ
ケ
レ
ハ
、
前

ノ
師
承
ノ
処
ニ

、
実
録
ヲ
書
キ

、
此
ニ
ハ
、
縁
語
ヲ
、
可
レ

書
也
、

七
、
又
直
対
ア
リ
、
無
ト
モ
、
不
苦
也
、
是
モ
（
十
三
ウ
）
、
和

句ク

ト
云
也
、
和
句
ト
ハ
、
上
下
ノ
理
ヲ
和
シ
ア
ワ
ス
ル
ニ
依
テ
云

也
、
大
事
ノ
物
也
、

八
、
自
、
叙
直
対
一
対
、
凡
八
字
ヲ

、
本
ト
ス
、

九
、
隔
句
前
ハ
、
自
叙
、
后
ハ
、
其
人
ノ
事
ヲ
以
テ
、
対
ス
ル
也
、

十
、
祝
語
モ
、
直
対
也
、
凡
此
分
也
、
此
外
、
色
々
体
多
也
、（
十
四

オ
）

凡
啓
劄
ハ
、
十
対
也
、
十
二
対
十
三
対
マ
テ
ハ
法
也
、
十
四
十
五

ハ
、
無
法
度
事
也
、
軽
隔
句
ハ
、
上
四
字
下
六
字
也
、
重
隔
句
ハ
、

上
六
字
、
下
四
字
也
、
平
隔
句
ハ
、
上
下
六
字
也
、
麁
隔
句
ハ
、

上
三
字
、
下
九
字
、
十
字
、
十
三
字
、
五
字
也
、
蒙
頭
ニ
ハ
、
肩

ノ
声
々
ヲ
、
可
調
也
、
（
十
四
ウ
）

　
　

⑥
❹
江
西
和
尚
蒲
室
四
六
講
明
口
伝
、

其
ノ
後
ニ
、
隔
句
対
ヲ
、
三
対
書
サ
ウ
、
蒙
肇
ノ
隔
句
対
ノ
外
也
、

サ
リ
ナ
カ
ラ
筆
力
ノ
ナ
イ
者
カ
、
三
対
カ
ケ
ハ
、
ヨ
ロ
メ
イ
テ
、

ワ
ル
ウ
サ
ウ
ホ
ト
ニ
、
大
略
二
対
カ
イ
タ
ガ
、
ヨ
イ
ソ
、
八
字
称

ヨ
リ
、
後
ハ
、
八
九
対
ニ
過
テ
ハ
、
不
レ

可
書
、
々
ハ
、
無
法
度

事
也
、

上
ノ
句
ハ
四
字
、
（
十
五
オ
）
或
ハ
八
字
、
或
ハ
六
字
、
不
用
五

字
七
字
、
盖
詩
ノ
句
ニ
似
タ
ル
故
也
、
上
ノ
句
四
字
ナ
ル
則
、
下

一
句
六
字
、
或
八
字
、
他
ハ
皆
假ナ

ラ
へレ

之
、
蒙
肇
ニ
ハ
、
時
節
ト

、
其

人
ノ
事
ニ
、
似
合
タ
ル
事
、
或
ハ
、
総
論
ヲ
用
也
、
疏
ニ
ハ
、
山

門
ニ
ハ
、
祝
語
、
境
致
ヲ
、
用
、
凡
有
法
者
多
也
、
（
十
五
ウ
）

 




